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熊
南
峰
が
一
九
二
九
年
に
発

行
し
た
「
安
芸
三
段
峡
」
へ
掲
載

さ
れ
た
一
枚
。
古
く
か
ら
の
名

所
で
竜
ノ
口
と
呼
ば
れ
た
景

勝
、
左
に
姉
妹
滝
が
見
え
る
。
す

ぐ
上
流
の
竜
が
う
ね
る
よ
う
な

激
し
い
水
流
で
は
な
く
、
岩
の 

    

     

五
月
三
日
の
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
オ

ー
プ
ン
に
向
け
て
四
月
、
展
示

す
る
コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
各
種
展
示
物
の

準
備
、
標
本
貸
出
、
物
品
寄
贈
、

水
槽
の
整
備
・
設
置
、
ロ
ゴ
の

掲
示
な
ど
多
く
の
人
の
協
力
を

得
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。 

 
 

               

迫
力
と
節
理
の
美
し
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
構
図
で
撮
る
に
は
ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
絶
壁
に
近
い
斜
面

を
降
り
る
し
か
な
く
、
苦
労
と

危
険
が
伴
う
。
南
峰
は
他
の
写

真
集
や
絵
葉
書
な
ど
で
も
こ
の

構
図
を
多
く
使
っ
て
い
る
。
竜

ノ
口
の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
え
て
固 

 

     

コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
に
は
広
島

市
内
の
親
子
十
六
人
が
参
加
、

三
段
峡
外
の
コ
ケ
を
三
十
二
個

の
瓶
に
詰
め
た
。
「
お
墓
の
大

和
」
か
ら
は
横
一
八
〇
㌢
の
大

型
水
槽
が
寄
贈
さ
れ
、
安
野
神

楽
団
長
の
沖
野
秋
雄
さ
ん
や
広

大
さ
ん
け
ん
部
の
野
崎
こ
の
は 

     

安
芸
太
田
町
の
歴
史
文
化
を

学
び
、
地
域
資
源
の
活
用
を
考

え
る
「
た
た
ら
製
鉄
勉
強
会
」
が

四
月
十
四
日
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
ら
八
人
が
参
加
し
て
開

か
れ
た
。
講
師
は
小
林
久
哉
副

理
事
長
、
さ
ん
け
ん
の
主
催
。 

 
前
半
は
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史 

    

定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

狙
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

南
峰
は
一
七
年
春
、「
山
県
郡

写
真
帳
」
の
撮
影
で
周
辺
集
落

を
訪
れ
、
竜
ノ
口
の
存
在
を
知

り
、
初
め
て
峡
内
へ
足
を
踏
み

入
れ
た
。
が
、
こ
の
と
き
は
撮
影

に
失
敗
し
た
。
当
時
の
写
真
機
、

三
脚
は
大
き
く
重
か
っ
た
。
一

１ 

さ
ん
が
水
槽
を
磨
い
た
。 

 

入
口
の
ガ
ラ
ス
戸
と
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
内
へ
掲
示
し
た
ロ
ゴ
や
マ

ー
ク
は
本
宮
曜
理
事
の
力
作
。

埼
玉
県
に
住
む
同
理
事
は
自
ら

溶
接
し
た
水
槽
の
台
を
持
ち
込

み
、
細
か
な
大
工
仕
事
な
ど
オ

ー
プ
ン
前
日
ま
で
の
十
三
日

間
、
連
日
を
作
業
し
た
。 

Ｄ
Ｉ
Ｙ
参
加
者
や
寄
贈
者
名

を
、
入
口
の
ガ
ラ
ス
戸
へ
貼
付

し
、
顕
彰
し
て
い
る
。 

   
 

 

を
振
り
返
り
、
広
島
の
沿
岸
部

で
栄
え
た
鉄
産
業
と
太
田
川
上

流
域
と
の
関
連
を
学
ん
だ
。
後

半
は｢

川
・
森
・
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー｣

内
の
水
の
文
化
館
と
歴

史
民
俗
資
料
館
で
、
た
た
ら
製

鉄
の
展
示
や
加
計
隅
屋
鉄
山
絵

巻
の
レ
プ
リ
カ
を
見
学
し
た
。 

    

説
に
は
三
脚
を
流
さ
れ
、
別
の

説
で
は
写
真
機
を
水
没
さ
せ
た

と
も
さ
れ
る
。 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
風
景
と

の
出
会
い
が
南
峰
を
奥
へ
奥
へ

と
の
め
り
込
ま
せ
た
。
正
面
口

か
ら
四
〇
〇
㍍
の
竜
ノ
口
は
、

三
段
峡
を
世
に
広
め
る
入
口
に

も
な
っ
た
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

     

ヤ
マ
セ
ミ
勉
強
会
と
観
察
会

が
四
月
三
十
日
、
柴
木
川
ダ
ム

周
辺
な
ど
で
開
か
れ
、
さ
ん
け

ん
ヤ
マ
セ
ミ
部
と
広
大
さ
ん
け

ん
部
の
六
人
が
参
加
し
、
日
本

野
鳥
の
会
広
島
県
支
部
の
上
野

吉
雄
さ
ん
と
石
井
秀
雄
さ
ん
が

同
行
し
た
。 

勉
強
会
で
上
野
さ
ん
は
「
絶

滅
の
危
険
性
が
あ
り
、
人
工
巣

穴
の
設
置
や
生
息
調
査
、
人
材

育
成
が
大
切
だ
」
と
指
摘
、
観
察

実
績
を
地
図
上
で
示
し
た
。 

同
ダ
ム
周
辺
で
は
観
察
で
き

な
か
っ
た
が
、
安
芸
太
田
町
と

北
広
島
町
境
の
営
巣
地
と
思
わ

れ
る
場
所
へ
移
動
し
た
ヤ
マ
セ 

    

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
と
春

の
花
を
学
ぶ
講
座
が
四
月
九

日
、
三
段
峡
交
流
館
横
の
芝
生

広
場
と
正
面
口―

赤
滝
間
の
探

勝
路
で
開
か
れ
た
。 

 

演
奏
は
井
仁
の
棚
田
カ
フ
ェ

の
オ
カ
リ
ナ
教
室
の
合
奏
団
。

伴
奏
者
と
し
て
本
宮
宏
美
事
務

局
長
が
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ

ー
ス
」
を
演
奏
す
る
一
幕
も
あ

っ
た
。
講
座
参
加
者
や
観
光
客

ら
約
四
十
人
が
、
満
開
の
桜
と

柔
ら
か
な
響
き
を
楽
し
ん
だ
。 

   

    

ミ
部
の
三
人
は
、
カ
ラ
ス
を
警

戒
し
て
約
二
十
分
間
飛
び
回
る

二
羽
を
部
発
足
後
初
め
て
観
察

で
き
、
興
奮
し
て
い
た
。 

◇ 
 
 

◇ 

  
 

  

サ
ン
ト
リ
ー
世
界
愛
鳥
基
金

の
贈
呈
式
が
四
月
十
七
日
、
東

京
で
開
か
れ
、
本
宮
宏
美
事
務

局
長
と
上
野
吉
雄
さ
ん
が
出
席

し
た
。
ヤ
マ
セ
ミ
保
護
活
動
へ

の
助
成
額
は
八
十
三
万
円
。 

 

上
野
さ
ん
は
ヤ
マ
セ
ミ
の
現

状
と
人
工
巣
穴
に
よ
る
繁
殖
へ

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。 

  
 
 
 

 

  

十
六
人
が
参
加
し
た
講
座

は
、
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
大
本

武
さ
ん
が
手
製
の
資
料
で
ス
ミ

レ
の
見
分
け
方
を
解
説
し
た
。

観
察
し
な
が
ら
種
類
を
問
い
か

け
る
と
参
加
者
は
資
料
を
確
か

め
て
名
前
を
答
え
て
い
た
。 

 

「
こ
の
ス
ミ
レ
は
牧
野
富
太

郎
が
と
て
も
好
き
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
香
り
を
嗅
い
で
み
ま
し

ょ
う
」
と
、
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
の
話
題
も
織
り
交
ぜ
た
。
こ

の
日
、
十
二
種
類
を
観
察
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

た
。
し
か
し
、
赤
滝―

庄
兵
衛
岩

間
な
ど
三
カ
所
で
不
通
が
続
く
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
て
観
光

客
が
戻
る
中
、
事
業
者
の
苦
境
を

救
う
の
は
早
期
の
復
旧
だ
。 

    

▼
苦
境 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

こ
の
冬
は
大
木
が
根
元
か
ら

倒
れ
る
根
返
り
の
倒
木
が
、
川
沿

い
で
何
カ
所
か
あ
っ
た
。
二
度
の 

  

一口メモ 

大
雪
や
雪
解
け
の
増
水
の
影
響

か
も
知
れ
な
い
。
自
然
の
営
み

と
は
い
え
、
無
残
な
姿
が
痛
ま

し
か
っ
た
。
撤
去
に
時
間
を
要

し
た
が
、
Ｇ
Ｗ
へ
は
間
に
合
っ 

    

竜
ノ
口
の
迫
力
と
美
し
さ 

南
峰
を
虜
に 

（6） 

 

 

 

        写真 

学びと交流の拠点 誕生 

テープカットする左から橋本町長、愛称命

名者の本宮芳太郎さん、高下さんの孫の山

崎咲和さん、本宮理事長  

 

 

 

三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ 

の
開
所
式
が
五
月
三
日
、
約
五
十
人
が
参
加

し
て
正
面
入
口
で
開
催
さ
れ
、
学
び
と
交
流

の
拠
点
誕
生
を
祝
っ
た
。
本
宮
炎
理
事
長
が

支
援
し
た
多
く
の
人
へ
感
謝
を
述
べ
、
建
物

を
無
償
貸
与
し
た
高
下
務
三
段
峡
の
宿
社
長

へ
感
謝
状
を
贈
っ
た
。 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
た
参
加
者
は
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
学
生
か

ら
博
物
展
示
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
。 

        

協
力
隊
員
ら 

た
た
ら
製
鉄
学
ぶ 

安
芸
太
田
の
地
域
資
源
掘
り
起
こ
す 

 
Ｄ
Ｉ
Ｙ
・
展
示
物
・
寄
贈 

「人
の
つ
な
が
り
」結
集 

 

ヤ
マ
セ
ミ
勉
強
会
＆
観
察
会 

飛
び
回
る
二
羽 

部
員
興
奮 

サ
ン
ト
リ
ー
愛
鳥
基
金 

 

助
成
金
八
十
三
万
円 

オ
カ
リ
ナ
響
き 

ス
ミ
レ
観
察 

三段峡ビジターセンター「ＬＯＵＰＥ」オープン 

寄
贈
さ
れ
た
大
型
水
槽
を 

磨
く
沖
野
秋
雄
さ
ん 


